
一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

2024年度 第 4回 教育連携委員会 議事録 

 

日  時：2025年 2月 10日（月）13：00～14：17 

場  所：大手前大学・大手前短期大学 さくら夙川キャンパス E棟 1階 Ｅ104教室  

                                                  /オンライン会議（ZOOM） 

出席校 ： 

    ◎神戸大学（小西、安福）〇大手前大学/大手前短期大学（谷村・吉田） 

       ◇関西学院大学/関西学院短期大学（木村）、◇甲南大学（石野）、 

    ◇神戸医療未来大学（永井）、神戸学院大学（松尾）、神戸国際大学（中山） 

    ◇神戸親和大学（毛利） 

    ◇園田学園女子大学/園田学園女子大学短期大学部（雑喉、田村） 

    ◇兵庫県立大学（松崎） 

    ※ ◎は委員長校、〇は副委員長校、◇はオンライン参加校、敬称略 

欠席校： 関西国際大学、関西福祉大学、神戸海星女子学院大学、神戸芸術工科大学、 

     神戸市看護大学、神戸松蔭女子学院大学、神戸常盤大学、兵庫大学、 

     兵庫大学短期大学部、流通科学大学  

陪  席：大手前大学/大手前短期大学（岸本） 

(コンソ事務局：山﨑、大濱、谷本) 

 

Ⅰ．審議事項 

1. 2025年度 事業計画・予算【鑑】（案）について  （資料 1） 

  ①単位互換事業 

  ②多様な学修機会の提供事業 

  2．2025年度 単位互換事業開放科目について （資料 2） 

 

Ⅱ．懇談事項 

1．加盟校学生への多様な教育機会の提供拡大に向けて （資料 3） 

2．2026年度 単位互換ポスターの加盟校学生への公募について            (資料 4)  

 

Ⅲ．連絡・調整事項 

1．2024年度 第 5回教育連携委員会開催予定と主な議題について  

  日時   ：2025年 3月下旬 

  開催場所 ：メール審議 

  議事案  ：2024年事業報告・決算（案）について 

以上 

＜資料一覧＞ 

資料 1-1  ：2025度事業計画・予算(案)及び 2024年度事業報告・決算(案)の作成について(依頼) 

資料 1-2  ：2025年度 事業計画・予算【鑑】（案）について 

資料 2    ：2025年度 単位互換事業開放科目について 

資料 3    ：加盟校学生への多様な教育機会の提供拡大に向けて 

資料 4  ：2026年度  単位互換ポスターの加盟校学生への公募について 

参考資料 1：2024年度 事業委員会 自己評価に対する改善提案 

 

冒頭、小西委員長より、12校の出席により定足数を満たしており、本委員会は成立している旨の 

報告があり、小西委員長が議長となり開会を宣言した。 



【Ⅰ．審議事項】 

 1）2025年度 事業計画・予算【鑑】（案）について 

    大濱事務局員より、資料 1-1～1-2、及び参考資料 1に基づき、2025年度事業計画・予算     

   【鑑】（案）について説明があり、全員異議なく承認された。また、取組 1における次年度 

   の単位互換実施に関する活動指標を「参加学生数 30名、（送り出し校数 5校以上）/年」と 

   することに関しても、併せて承認された。 

 2）2025年度 単位互換事業開放科目について 

    谷本事務局員より、資料 2に基づき、2025年度単位互換事業開放科目について説明があ 

   り、全員異議なく承認された。 

 

【Ⅱ．懇談事項】 

  1）加盟校学生への多様な教育機会の提供拡大に向けて 

    大濱事務局員より、資料 3に基づき、加盟校学生への多様な教育機会の提供拡大に向けて  

    単位互換事業の現状と課題について説明があった。その後、コンソの単位互換事業の認知 

    度向上や受講者数拡大について懇談を実施。その結果、次年度は①リーフレット②デジタ 

    ルサイネージ向けコンテンツ③履修登録説明動画を制作し、3月中旬から下旬を目途に加 

    盟校に提供することとなった。 

    ＜主な意見＞ 

・リーフレットに加えて、ガイダンス等で活用できる説明動画やデジタルサイネージ向 

 けの広報動画を併用することで、より効果的な周知が可能ではないか。 

・リーフレットは印刷するのではなく、データ提供で学内のインフラでの案内がよいの 

 ではないか。 

・履修生の満足度100％であることを、学生の声も加えて広報するとよいのではないか。 

・各大学の CAP認定が履修登録に影響している可能性もあるのではないか。 

・共同開発授業は、大学間の調整が必要なため、次年度から開講するのは困難ではな 

 いか。 

・大学内のオンライン・オンデマンド授業は縮小傾向にあるため、受け入れ側の負担を 

 考慮し慎重に判断すべきではないか。 

・WEB登録は便利と思われるが、初期費用もかかるため、次年度以降に検討でよいので 

 はないか。 

・所在地 MAPの作成は不要ではないか。 

 2）2026年度 単位互換ポスターの加盟校学生への公募について 

    大濱事務局員より、資料 4に基づき、2026年度単位互換ポスターの加盟校学生への公募 

   について説明があり、懇談の結果、詳細については 2025年度第１回教育連携委員会にて審 

   議することとなった。 

＜主な意見＞ 

・芸術系専攻等の学生にとって、実績として活用できるよう、採用デザイン以外の優秀 

 賞等の作品もコンソ HP等で紹介頂ければよいのではないか。 

・賞金は最優秀賞(1位)と優秀賞（2位）のみでよいのではないか。 

     

【Ⅲ．連絡・調整事項】 

 1）2024年度 第 5回教育連携委員会開催予定と主な議題について 

    大濱事務局員より、第 5回教育連携委員会は、2025年 3月下旬に 2024年事業報告・決算 

   （案）についてメール審議にて開催する案内があった。 

 

   以上をもって、第 4回教育連携委員会は終了した。                以上 


